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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、pre-mRNA処理因子19-細胞分裂周期5様タンパク質複合体（PRP19-CDC5L）の構成要素であり、pre-mRNAスプライシングを活性化し、スプライソソームの不可欠な構成要素です。コードされるタンパク質は核局在配列結合タンパク質でもあり、活性化誘導脱アミナーゼに結合し、抗体の多様化に重要です。この遺伝子は肥満の発症にも関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。この遺伝子の擬似遺伝子がX染色体上に定義されています。[RefSeq提供、2013年7月]
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela(1)細胞溶解物に対するCTNNBL1マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CTNNBL1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	CTNNBL1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CTNNBL1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

